
POTTプログラムIN愛媛報告書
2019.11.2：愛媛県介護福祉士会主催

済生会松山病院2F会議室
11.3：公開研修会 愛媛県総合社会福祉会館

食べることは生きること
おいしいは元気のみなもと！！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
愛媛県　定松です。愛媛では昨年基礎コース研修を11月2日・3日　POTTプログラムIN愛媛として二日間開催しました11月2日は愛媛県介護福祉士会主催　3日は公開研修会として開催しています



愛媛県介護福士会スキルアップ研修

• 職種内訳（各施設より1名での参加が多い）

介護職28名 介護員養成研修指導員5名含む 看護師3名 ケアマネ2名

〈学習したいこと〉
• 食事のポジショニングと支援
• ポジショニングの重要性
• 楽な姿勢・誤嚥窒息が予防できる姿勢
• 安全に食べる為の技術

講義：迫田先生 演習：会場2箇所を使用して同時進行
ベッド上ポジショニング演習/車椅子ポジショニング演習
車いすポジショニングと食事介助・体験を全員が体験できる
ように時間配分を行う

演習中もグループ内でフィードバックを行いながら体験を
言語化共有できるようにした

2019.11.2（土）12：00～17：00
参加者：33名 講師：迫田先生 ファシリテーター6名（各グループに会士会スタッフ1名準備係）

〈困っていること〉
• 今のポジショニングが正しいのか、対象者にあっているのか

わからない
• 姿勢がうまく保てない・
• 変な姿勢であることはわかるがどうすればよいかわからない
• 誤嚥している、させているのではないかという不安がいつもある
• 食事介助の方法と口腔ケア・これでよいのか不安

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
介護福祉士会の研修ではほとんどが介護職で各施設1名での参加がほとんどでした。食事介助で困っていることとしての記載内容ではとにかくわからない自信がない　不安といったワードが多かったことが印象に残っています。施設や在宅の場では介護職員が直接的に介助する機会が圧倒的に多いのが現状であるがそこに判断のよりどころのないまま日々のケアに当たっていることがうかがえます。現場では食堂で座位での食事介助が多いことからこの、この日の研修では車いすポジショニングと食事介助・体験を全員が体験できるように演習時間をしっかり確保することと演習中もグループ内でフィードバックを行いながら体験を言語化共有できるようにしました。



• 経験しないとわからないことがたくさんあった。車いすでの姿勢が
少しの違いで全く食べやすさが違うので驚いた

• 利用者さんの表情の変化の大切さがわかった
• 重さのかかり方など普段意識できていないことを体感でき、
知らないことで利用者さんに負担をかけていたと思う

• 実際に実践しながら技術や知識を身につけることができた
• 何をもってよしとするか（根拠）と観察のポイントを学ぶことがで
き自信になった。窒息時の対応の仕方が間違っていたので参考にな
りました。

〈課題〉基本から応用への展開 現場でどう伝えていくか 仲間作り

研修内容の
参考程度

参考になった 少し参考になった
参考にならなかった 記載なし

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
スキルチェック表点数では研修前ベッド上8点　車いす10点から研修後は13.7点　車いす15点と上昇。研修中も活発に熱心に意見交換があり、経験的学習により知識や技術への転換を図ることができ、ケアの中への気づきとして言語化することができています。またスキルチェック表やファシリテーターの丁寧なサポートにより観察のポイントや実践の根拠を知ることができ、自信を持ってケア実践へ移行できるように進化していく様子が研修生の生き生きとした表情からもうかがえました。



誤嚥性肺炎予防及び食事の自立を目指したケア技術研修

POTTプログラム公開研修会

• 職種内訳 （1施設同職種2～3名参加）

看護師15名 介護職15名
OT1名 ケアマネ1名 福祉用具相談員1名
〈学習したいこと〉
ポジショニングで本当に食べやすくなるのか
食べやすい姿勢 安楽に食事ができる姿勢
タオルを用いたポジショニング
困難事例の対応

〈困っていること〉
• 体がずれて食事が進まなくなる
• 食事に時間がかかる
• うまく姿勢が保てない人の介助・クッションが
少なくて十分にサポートができない

• 食事の時どのような姿勢をとるのが良いのかわか
らない

• 進行
講義：定松
演習：7グループ 2会場
グループ内に同施設参加者を1名含
急性期・回復リハ系・施設・在宅に
グループ分け

2019.11.3（日）10：00～16：00
参加者：33名 ファシリテーター7名 協賛：愛媛県福祉サービス協会

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2日目は公開研修会の形で行いました。参加者は急性期の看護師や回復期リハ系の介護職・施設在宅系の多職種が参加されましたがPOTTプログラムは初めての方がほとんどでした。食事に姿勢が本当に関係するのかといった素朴な疑問から、実践の中での姿勢崩れや食事時間の延長など具体的困難事例まで様々な悩みをもって参加されておられました。この日は同施設から同職種で2～3名ずつが参加されておりグループ内に2名一緒に受講できるようにしつつ各期ごとにグループ分けを行い状況や対象とする利用者像の共有が行いやすいようにしました。



研修No

94%

3%3%

研修の参考程度

参考になった 少し参考になった
無回答

• 今まで「たべさせる」ことばかり考えてきました。
• 「安全に安心して自分で食べる」視点から姿勢の見方・不良姿勢の整え方
を新たに学ぶことができました。

• 根拠がわかった上でケアできることが自信になりました
• 意思疎通が困難だけど食事摂取している人が安楽な姿勢で過ごされている
かが心配になりました。今日の研修会を参考にやってみます課題です。

• 体験学習がとてもよかったです。改善しなければならないことが見えてき
ました。

〈課題〉
職種間の壁を乗り越えて協働していきたいがどう発信していけばよいか
職場や施設にきて研修をしてほしい

スキルチェック表がありポイ
ント理解がしやすい
ポイントがわかると採点の目
が厳しくなった

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
結果スキルチェック点数の変化です。介護福祉士会の時に比べて研修前の点数は平均が12点と高いのですが研修後の平均点数はそれぞれ15点＾16点とあまり上昇がみられませんでした。アンケートコメントにもありましたが、具体的な事例をもって研修参加していたこともありポイントがわかったことで採点の目が厳しくなったことも考えられます。自由記載では（食べさせる）視点から自分で食べるという視点へのシフトチェンジができたことや具体的に改善しなければならないことが見えたとのコメントがありました。同時に介護職が看護師へまたSTなど多職種への発信をどう行っていけばよいかといったジレンマも抱えておられ技術伝承・定着へのプロジェクトの役割も見えてきました。



愛媛新聞にPOTTプログラムの紹介記事
2020.1.08 POTTプロジェクトの活動についての意見・提案

• 基礎コースからどのように
展開しますか？

• 一般の方も参加できますか

姿勢を整える・・
身体の軸となる体幹の安定性を持たせることで顎位の安定と四肢の
操作性が向上し結果、自分で食べる・自立への支援に繋がります。
実践を通してファシリテータも相互成長を実感しました
姿勢の見方を含めた研修会の積み重ねにより更なるスキルアップと
活動の継続普及の必要性を感じています。

〈相談や質問〉
円背の人・麻痺のある人・すぐに姿勢が崩れてしまう人への対応
体格や必要度にあった介助ができるのか、個々の対応時の展開や応用が
自分では判断できない・・

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さらに1月にはPOTT タオル販売開始に合わせて地方紙にPOTTプログラムの取り組みと食事姿勢についてを紹介していただきました。福祉用具を使うこと使わないことの是非も含めて各方面から様々なご意見や問い合わせもいただきました。円パイの人や姿勢が崩れてしまう人など多くの人が食べることに何らかのお困りごとを持っていることも実感として感じています。姿勢を整える・・身体の軸となる体幹の安定性を持たせることで顎位の安定と四肢の操作性が向上し結果、自分で食べる・自立への支援に繋がります。各方面の方もここを何を使ってどうサポートするかということにポイントが置かれていることに変わりはありません。実践を通して、ファシリテータも相互成長を実感しました。また今後の課題として姿勢の見方を含めた研修会の積み重ねにより更なるスキルアップと活動の継続普及の必要性を感じています。
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